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文化ゾーンに生息する鳥類の観察を行い、

どのような環境に生息しているかを調査する

目的
〇ラインセンサス

→文化ゾーン内(図1

参照)の決められたル

ートを歩き、観察でき

た種を記録した

方法

〇スポットセンサス

→文化ゾーンの12地点

(ｽﾀｰﾄ,ｺﾞｰﾙ,A～J)を定点

観察場所とし、3分間の

定点調査を行った

原っぱ 池

人工物 森

定点実施回数：
A地点→7月：2回、8月：2回、9月：2回
Ｂ地点→7月：1回、8月：3回、9月：3回
Ｃ地点→7月：2回、8月：2回、9月：3回

（A↔B↔C)

(D↔E,F↔G,ゴ↔F，I)

定点実施回数
Ｄ地点→7月：2回、8月：1回、9月：3回
Ｆ地点→8月：3回、9月：2回
Ｉ地点→6月：1回、8月：3回、9月：2回

定点実施回数
Ｅ地点→7月：2回、8月：2回、9月：3月

（定点E)

定点実施回数
スタート地点→6月：1回、7月：2回、8月：2回、
9月：3回
Ｇ地点 →8月：3回、9月：2回
Ｈ地点 →6月：1回、8月：3回、9月：2回
Ｊ地点 →6月：1回、8月：3回、9月：2回

(ス↔J,H↔G)

考察

・ウグイス少し開けた場所を好む ・ヒヨドリ多数目撃される ・観察種数最多エリアは「人工物エリア」

・月の経過とともに…
出現頻度→減少
出現種数→増加

・サンショウクイのよう

な、渡りを行う鳥類が確

認された。

※１カワセミは定点では確認できず

ウグイスは、ササ藪の中や低木の梢
でさえずる「♪ホーホケキョ」
スタート地点とH地点は人工的に開

かれた場所があるため、自然界のギ
ャップのような役割を果たし、低木
が生育しやすい環境になっているた
めウグイスが好む環境だと考えられ
る。

ヒヨドリは都市部まで生息範囲を拡
大しているが、生息には樹木も必要
である。文化公園は京都の郊外であ
る大津にあり、かつ樹木が多く植え
られているため、ヒヨドリの個体数
が多くなったと考えられる。

・ヒヨドリ、ヤマガラの頻
度が高い傾向になった。

月の経過で上記の種の出現
頻度が上昇。

・水辺を生息域にするカワ
セミや、草の種子食のカワ
ラヒワが見られた。

建物だけでなく、植え込みや街路樹が
ある。他と比べて多様な環境
で、多種の鳥にとって住みや
すい。また、人間の近くを
利用し、天敵から身を守る
役割もあるのではないかと
考えられる。

・I地点：ツバメやトビ

など、開けた場所を旋
回する種が6月に出現頻
度が高かった。

・木の実食のイカルや
昆虫食のコサメビタキ
が見られた。

※２コサメビタキは定点調査では確認できず。

※２

※１

・ウグイスに関しては
6月、7月に頻度が高い
が、8月9月には見られ
なくなっている。

・6月のみキビタキが
確認できた。




